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ウナギの種苗生産技術の開発（農）782

微生物機能を活用した高度製造基盤技術開発、微生物群の
デザイン化による高効率型環境バイオ処理技術開発（経）5,098

基礎・基盤 応用 普及・展開

担当省： （総）：総務省、（文）：文部科学省、 （経）：経済産業省、（厚）：厚生労働省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（環）：環境
省単位： 百万円

ライフサイエンス分野 各省提出施策俯瞰図 （第3期計画期間：平成18～22年度）

基礎・基盤 応用 普及・展開

植物科学研究事業（文） 7,497

領域

「ライフサイエンス
研究」の体制整備」

領域

「よりよく生きる」
領域

「よりよく食べる
・よりよく暮らす」

領域

医薬品・医療機器等レギュラトリー
サイエンス総合研究事業（厚）3,836

脳科学研究推進プログラム（文） 6,390

免疫・アレルギー総合研究事業（文） 16,550

ターゲットタンパク研究プログラム（文） 10,721

バイオリソース事業（文） 14,259

新興・再興感染症研究拠点形成プログラム（第I期）

、感染症研究国際ネットワーク推進プログラム（第II期）（文）11,814

植物の物質生産プロセス制御基盤技術開発（経） 2,371

脳科学総合研究事業（文） 45,528

臨床研究基盤推進研究事業（厚） 7,520

新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業（厚）12,264

農林水産生物ゲノム情報統合データベースの構築（農） 3,041

統合データベースプロジェクト（経） 185

再生医療の実用化プロジェクト（文） 9,067

個人の遺伝情報に応じた医療

の実現プロジェクト（文） 13,237

分子イメージング研究（文） 18,210

重粒子線がん治療研究（文） 27,752

橋渡し研究支援推進

プログラム（文） 8,048

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業（厚） 6,562

難治性疾患克服研究事業（厚） 27,409

第３次対がん総合戦略研究事業（厚） 29,834

ヒトゲノムテーラーメード研究事業（厚）6,874

低侵襲・非侵襲医療機器（ナノテクノロジー）研究事業の一部（厚）9,355の内数

障害者対策総合研究事業の一部（厚）11,592の内数

政策創薬総合研究事業（厚）9,328

エイズ対策研究事業（厚）9,555

成育疾患克服等次世代育成基盤
研究事業の一部（厚）2,892の内数

臨床研究推進研究事業の一部（厚）7,473の内数

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業（厚）11,335

治験推進研究事業（厚）6,247

創薬バイオマーカー探索研究事業（厚）5,502

鳥インフルエンザ、BSE等の高精度かつ効率的なリスク管理技術の開発（農）1,978

ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発（経）12,870

基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発（経）11,870

新機能抗体創製技術開発（経）4,710

分子イメージング機器研究開発プロジェクト（経）4,025

幹細胞産業応用促進基盤技術開発（経）3,400

インテリジェント手術機器研究開発プロジェクト（経）1,900

食品健康影響評価技術研究（食）1,625

新農業展開ゲノムプロジェクト（農）11,246

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進（農）4,495

低コストで質の良い加工・業務用農作物の安定供給技術（農）2,115

農林水産バイオリサイクル研究、地域活性化のための
バイオマス利用技術の開発（農）7,642の内数

「基礎的・基盤的
研究」領域

発生・再生科学総合研究事業（文） 22,787

がん超早期診断・治療機器総合研究開発プロジェクト（経）1,220
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第３期総括的フォローアップ 情報通信分野における主な施策俯瞰図

※第３期フォローアップで取り上げた施策のみ掲載。金額は第３期（H18～H22）の期間における予算総額（補正予算含む）であり、単位は百万円
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応用 普及･展開
担当省： （総）：総務省、 （文）：文部科学省、 （厚）：厚生労働省、（経）：経済産業省、 （国）：国土交通省

生活支援ロボット実用化プロジェクト（経） 3,965

次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト（経） 6,638

戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト（経） 4,151

ロボット等によるIT施工システムの開発（国） 265

次世代スーパーコンピュータの開発・利用（文）94,174

e‐サイエンス実現のためのシステム統合・連携ソフトウェアの研究開発（文）953

JST 戦略的創造研究推進事業：情報システムの超低消費電力化を目指した技術革新と統合化技術（文） 5,914の内

数 JST 戦略的創造研究推進事業：先進的統合センシング技術（文） 5,914の内数

立体構造新機能集積
回路(ﾄﾞﾘｰﾑﾁｯﾌﾟ) 技
術開発（経） 5,516

次世代半導体材料・プロセス基盤プロジェクト（ＭＩＲＡＩ）（経）11,200

次世代低消費電力半導体基盤技術開発（ＭＩＲＡＩ）（経） 14,450

ｽﾋﾟﾝﾄﾛﾆｸｽ不揮発性機能
技術開発（経）3,150

グリーンＩＴプロジェクト（経） 13,200

スパムメールやフィッシング等サイバー攻撃の停止に向けた試行（総）3,666

情報漏えい対策技術の研究開発（総） 3,002

大規模仮想化サーバ環境における情報セキュリティ
対策技術の研究開発（総） 522

企業･個人の情報セキュリティ対策促進事業（経） 4,270

コンピュータセキュリティ早期警戒体制の整備事業（経） 6,315

高信頼ソフトウェア構築状況の可視化技術の研究開発（文） 355

産学連携ソフトウェア工学の実践（経） 8,566

中小企業システム基盤開発環境整備事業（経） 733

システムエンジニアリング実践拠点（経） 4,697の内数

革新的な３次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発（再掲）（総） 4,423

ユニバーサル音声・言語コミュニケーション技術の研究開発（総） 5,228

電気通信サービスにおける情報信憑性・信頼性 検

証技術に関する研究開発（総） 136,696の内数

JST 戦略的創造研究推進事業：デジタルメディア作品の制作を支援する基盤技術（文）5,880の内数

次世代高信頼・省エネ型ＩＴ基盤技術開発・実証事業（経）860

次世代高効率ネットワーク デ
バイス技術開発（経）4,021

ユビキタスネットワーク技術の研究開発（総） 3,929

ユビキタス・プラットフォーム技術の研究開発（総） 3,808

JST 戦略的創造研究推進事業：先進的統合センシング技術（文）5,419の内数

UHF帯電子タグの製造技術及び実装技術の開発（経）425

自律移動支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの
推進（国）1,945

革新的な３次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発（総） 4,423

低炭素社会を実現する
超低電圧ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾄ（経）2,046

低侵襲・非侵襲医療機器(ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ)研究事業の一部（厚） 4,798の内数 ※ （ナノ・ものづくり分野対象施策
）

Web社会分析基盤ソフトウェアの研究開発（文） 270

情報家電ｾﾝｻｰ･ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ 活
用技術の開発（経） 1,150

情報大航海プロジェクト（経） 11,456

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾋｭｰﾏﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの総合的な研究
開発(ﾈｯﾄﾜｰｸﾛﾎﾞｯﾄ技術)（総） 738

高齢者・障がい者(ﾁｬﾚﾝｼﾞﾄﾞ)のためのﾕﾋﾞｷ

ﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸﾛﾎﾞｯﾄ技術の研究開発（総）1,289

新世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発（総） 5,889

移動通信システムにおける周波数の高度利用技術
に向けた要素技術の研究開発（総） 18,727

最先端の研究開発テストベッドネットワークの構築（総）20,256

フォトニックネットワーク技術に関する研究開発（総） 17,267

基礎

クラウドサービスを支える高信頼・省電力ネットワーク
制御技術の研究開発（総） 980

基礎

高機能・超低消費電力 ｺ
ﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞのための ﾃﾞﾊ
ﾞｲｽ･ｼｽﾃﾑ基盤技術の 研
究開発（文）1,588

※一部の研究開発要素は平成22年度より内閣府の最先端研究開発支援プログラム｢省エネルギー・スピントロニクス

論理集積回路の研究開発｣へ移行

革新的実行原理に基づく超高機能 ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ基盤ｿﾌﾄｳｪｱの開発（文） 450

※平成22年度より内閣府の最先端研究開発支援プログラム｢超巨大データベース時代に向けた最高速

データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価｣へ移行

※上記施策の予算総額（266,297百万円、内数除く）は、第３期における
情報通信分野の科学技術予算総額(799,200百万円)の33%に相当
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第３期科学技術基本計画 分野別推進戦略（環境分野）
総括的フォローアップ 俯瞰図 （１／４）

第３期の
領域

温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測に関する研究
（国）【0.9億円】他

衛星による地球環境観測経費（GOSATデータ定常処理運用シス
テムの開発・運用）（運営交付金の一部）（環）【33億円】

S-4：温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検
討のための温暖化影響の総合的評価に関する研究（地球環境
研究総合推進費）（環）【33億円】

中核プロジェクト「気候・影響・土地利用モデルの統合による地
球温暖化リスクの評価」（運営交付金の一部）（環）【2億円】

中核プロジェクト「脱温暖化社会の実現に向けたビジョンの構築
と対策の統合評価」（運営交付金の一部）（環）【3億円】

S-3：「脱温暖化社会に向けた中長期的政策オプションの多面
的かつ総合的な評価・予測・立案手法の確立に関する総合研
究プロジェクト」（地球環境研究総合推進費）（環）【7億円】

S-5：「地球温暖化に係る政策支援と普及啓発のための気候変
動シナリオに関する総合的研究」（地球環境研究総合推進費）
（環）【17億円
】

気
候
変
動
研
究
領
域

グローバル環境計測技術の研究開発（総）【36億円の内数】

21世紀気候変動予測革新プログラム（文）【76億円】

データ統合・解析システム（文）【34億円】

温室効果ガス観測技術衛星（GOSAT）（文）【200億円】

陸域観測技術衛星（ALOS）（文）【51億円】

地球観測システム構築推進プラン（文）【22億円】

地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響評価と緩和及び適応技
術の開発（農）【12億円】

農林水産分野における地球温暖化対策のための緩和及び適応
技術の開発（農）【7億円】

二酸化炭素大規模固定化技術開発（H20～バイオ技術活用型二酸化
炭素大規模固定化技術開発）（経）【6億円】

ノンフロン型省エネ冷凍空調システムの開発（経）【35億円】

基礎
展開

応用 普及・

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載してい
る。
【】・・・第３期（H18～22年度）予算額合計

地球温暖化防止対策調査等（緑化技術推進調査の内数）（国）【5億円】
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第３期科学技術基本計画 分野別推進戦略（環境分野）
総括的フォローアップ 俯瞰図 （２／４）

第３期

の領域

センシングネットワーク技術の研究開発（総）【38億円の内数】

データ統合・解析システム（文）【34億円】

地球観測システム構築推進プラン（文）【22億円】

水・物質・エネルギー統合解析によるアジア拠点都市の自然共
生型技術・政策シナリオの設計・評価システムに関する研究（環
境技術開発等推進費）（環）【2億円】

中核プロジェクトアジアの大気環境評価手法の開発」（運営交付
金の一部）（環）【4億円】

伊勢湾流域圏の自然共生型環境管理技術開発（国）【0.7億円】環境水・下水中

の微量化学物質や病原微生物等の測定法の開発及び水質汚染の実態調査

（国）【1.6億円】他

水安全対策研究の推進（厚）【643億円の内数】

中核プロジェクト「東アジアの水・物質循環評価システムの開発」

（運営交付金の一部）（環）【3億円】

効率的で環境負荷削減効果に優れた下水処理法の開発（国）【1億円】

XバンドMPレーダに関する技術開発コンソーシアム（国）【0.6億円】

気候変動に対応したゲリラ豪雨（局地的大雨）対策に関する研

究（国）【0.1億円】

21世紀気候変動予測革新プログラム（文）【76億円】

データ統合・解析システム（文）【34億円】

陸域観測技術衛星（ALOS）（文）【51億円】

環境変動に伴う海洋生物大発生の予測・制御技術の開発（農）【7億円】

土壌微生物相の解明による土壌生物性の解析技術の開発（農）【6億円】

農業に有用な生物多様性指標及び評価手法の開発（農）【6億円】

ウナギの種苗生産技術の開発（農）【8億円】

河川（及びその周辺環境に展開する）生態系・生物多様性の調

査・解析・評価手法開発（国）【1億円】

河川流況変動及び河川形状改善による河川生態系への影響
評価技術、保全・修復技術の開発（国）【3億円】他

森林・草地・湖沼生態系に共通した環境監視システムと高度デー
タベースの構築(環境技術開発等推進費の一部）（環）【0.7億円】

中核プロジェクト「流域生態系における環境影響評価手法の開
発」（運営交付金の一部）（環）【2億円】

基礎
展開

応用 普及・

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。
【】・・・第３期（H18～22年度）予算額合計

水
・物
質
循
環
と
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域

生
態
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管
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研
究
領
域
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環境分子科学研究第Ⅱ期（文）【7億円】

化学物質の有害性評価手法の迅速化・高度化に関す
る研究（厚）【18億円】

ナノマテリアルのヒト健康影響の評価手法に関する研
究（厚）【15億円】

化学物質の最適管理をめざすリスクトレードオフ解析手法の開発（経）【4億円】

構造活性相関手法による有害性評価手法開発（経）【7億円】

石油精製物質等簡易有害性評価手法開発（経）【16億円】

ナノ粒子の特性評価手法開発（経）【20億円】

有害化学物質リスク削減基盤技術研究開発（経）【18億円】

生産・流通・加工工程における体系的な危害要因の特性解明とリスク低減技術の開発（農）【15億円】

次世代低公害車開発・実用化促進事業（国）【29億円】

微量化学物質の水域生態系影響評価手法の開発（国）【0.7億円】他

家庭系廃製品の残留性化学物質と３Ｒシナリオ解析（環）【1億円】

中核研究プロジェクト「環境中におけるナノ粒子等の体内動態と

健康影響評価」(運営交付金の一部）（環）【3億円】

中核研究プロジェクト「複合的要因の総合解析によるばく露評価」
(運営交付金の一部）（環）【2億円】

環境汚染等健康影響基礎調査（Ⅱ．国際的観点からの有害金属対
策戦略策定基礎調査）（環）【4億円】

化学物質の内分泌かく乱作用に関するリスク評価・試験法開発及び国際協力推

進経費（（１）化学物質の内分泌かく乱作用に関する基盤的研究）（環）【5億円】

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）（環）【31億円】

基礎
展開

応用 普及・

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。
【】・・・第３期（H18～22年度）予算額合計

第３期科学技術基本計画 分野別推進戦略（環境分野）
総括的フォローアップ 俯瞰図 （３／４）

第３期 の
領域

化
学
物
質
リ
ス
ク
・安
全
管
理
研
究
領
域

３
Ｒ
技
術
研
究
領
域

高信頼性・高安全材料の研究開発（物質・材料研究機構）（文）【31億円】（ナノ材料分野で計上）

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発（元素戦略）（文）【34億円】（ナノ材料分野で計上）

希少金属等高効率回収システムの開発（経）【10億円】

希少金属代替材料開発プロジェクト（経）【380億円】

再生品の試験・評価・規格化支援技術（国）【2億円】

３Ｒ実践のためのシステム分析・評価・設計技術（国）【0.2億円】他

中核プロジェクト「近未来の資源循環システムと政策・マネジメント手

法の設計・評価」（運営交付金の一部）（環）【2億円】

中核プロジェクト「国際資源循環を支える適正管理ネットワークと技
術システムの構築」（運営交付金の一部）（環）【3億円】

中核プロジェクト「廃棄物系バイオマスのWin-Win型資源循環技術の
開発」（運営交付金の一部）（環）【3億円】
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第３期科学技術基本計画 分野別推進戦略（環境分野）
総括的フォローアップ 俯瞰図 （４／４）

第３期

の領域

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
研
究
領
域

応用 普及・

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。
【】・・・第３期（H18～22年度）予算額合計

化学物質の火災暴発防止と消火に関する研究（総）【2億円】

環境分子科学研究第Ⅱ期（文）【7億円】

クリーン化学研究（文）【1億円】

バイオマスエネルギー地域システム化実験事業（経）【40億円】

バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発（経）【119億円】

微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開発（経）【51億円】

嫌気性発酵時における下水汚泥の分解率向上技術の開発（国）【0.5億円】

持続可能型地域バイオマス利用システム技術（国）【0.7億円】他

地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発（農）【64億円】

農林水産バイオリサイクル研究（農）【12億円】

乾式メタン発酵法活用による都市型バイオマスエネルギーシス
テムの実用化に関する技術開発（環）【3億円】

中核プロジェクト「廃棄物系バイオマスのWin-Win型資源循環技
術の開発」（運営交付金の一部）の一部（環）【3億円】

基礎
展開
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ナ
ノ
エ
レ
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ト
ロ
ニ
ク
ス

材

料

ナ
ノ
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イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

生
体
材
料

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

材
料
分
野
推
進
基
盤

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・

物
質
科
学

担当省： （総）：総務省、（文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（厚）：厚生労働省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（環）：環境省
単位： 百万円

ナノスケール新物質創製・組織制御（次世代
白色LEDのための発光材料の開発）（文）1580

次世代低消費電力半導体基板技術開発（MIRAI） （経）14450

スピントロニクス不揮発性機能技術
プロジェクト（経）3150

ナノテク活用情報通信材料の開発（文）2662

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発

（非シリコン系材料を基盤とした演算デバイス）（文）866

ナノスケール新物質創製・組織制御（NIMS）（文）4932の内数

先端ＩＣＴ技術に関する研究開発
（先端ＩＣＴデバイス技術） （総）12946の内数

ナノテクノロジー共通基盤技術の開発（文）7980

分子イメージング研究事業（文）18210

先端光科学研究（文）2588

繊維配向性を制御した革新的
生体組織再生材料（文）464

ナノテク活用バイオ材料の開発（文）1938

再生医療評価研究開発事業（経）2974

戦略的創造研究推進事業（ＣＲＥＳＴ）「医療に向けた化学・生物
系分子を利用したバイオ素子・システムの創製」（文）1321の内数

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発（ナノバイオ・インテグレーション研究拠点の形成）（文）2002

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発
（ナノバイオ・インテグレーション研究拠点の形成）（文）2002

基礎・基盤 応用 普及・展開

高温超電導ケーブル実証プロジェクト（経）1612

希少金属代替材料開発プロジェクト（経）21417

低炭素社会を実現する超軽量・高強度
革新的融合材料プロジェクト （経）3340

カーボンナノチューブキャパシタ開発プロジェクト （経）1630

環境エネルギー材料の高度化のための研究開発 （文）6820

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発（組織制御構造体の開発）（文）911

ナノ物質・材料の創製・計測のため
量子ビーム基盤技術の開発（文）911

低炭素社会を実現する新材料パワー半導体プロジェクト （経）4565

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発
（元素戦略プロジェクト）（文）2169

戦略的創造研究推進事業（SORST）「透明酸化物の
ナノ構造を活用した機能開拓と応用展開」、(TRiP)
「新規材料による高温超伝導基盤技術」（文）2002

ナノスケール新物質創製・組織制御（文）4932

気体分子センシングのための
ナノ分子材料（NIMS）（文）468

ナノテクノロジー・ネットワーク（文）6160

異分野異業種ナノテクチャレンジ（経）16142

ナノテクノロジー共通基盤技術の開発（文）7980

ナノ計測・加工技術の実用化開発（次世代電子顕微鏡の要素技術開発）（文）1851

先端光科学研究（文）2588

Ｘ線自由電子レーザー（XFEL）施設の整備・共用（文）43934

光・量子科学研究拠点の形成に向けた基盤技術開発（文）4741

大強度陽子加速器施設（J-PARC）の整備・共用（文）115607

大型放射光施設（SPring-8)の共用（文）44273

戦略的創造研究推進事業（CREST）
「ナノ界面技術の基盤構築」（文）5598

ナノテクノロジー・材料を中心とした融合新興分野研究開発
（元素戦略プロジェクトの一部）（文）106

ナノスケール新物質創製・組織制御（文）4932

食品素材のナノスケール加工及び評価技術の開発（農）636

ナノテクノロジーを活用した環境技術開発推進事業（環）1306

中核研究プロジェクト「環境中におけるナノ粒子等
の体内動態と健康影響評価」 （環）260

ナノテク消防防護服の要素開発及び
評価手法の開発に関する研究（総） 45

低侵襲・非侵襲医療機器研究事業
（ナノメディシン）（厚）9355の内数

ナノテクノロジ―・材料分野 各省提出施策俯瞰図 （第3期 ：平成18～22年度）

領域 基礎・基盤 応用 普及・展開

鉄鋼材料の革新的高強度・高機能化
基盤研究開発 （経）3175

ナノテクノロジーを活用した環境
技術開発推進事業 （環）1306

府省連携施策
科学技術連携

施策群

科学技術連携施策群

高強度鋼等の革新的構造材料を
用いた新構造建築物の性能評価

手法の開発 （国）365

革新的構造材料を用いた新構造
システム建築物研究開発 （経）540

ナノ粒子の特性評価手法開発（経）2007

ナノマテリアルのヒト健康影響の評価手法に関する総合研究（厚）1464

ナノマテリアルの社会受容のための
基盤技術の開発（NIMS）（文）1414
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原子力エネルギー
の利用の推進

再生可能エネル
ギー等の利用の推

進

水素／燃料電池

化石燃料の開発・
利用の促進

原子力安全の確保

応用 普及・展開

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。

【】･･･第3期（H18～22年度）予算額合計

基礎

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化

高速増殖炉サイクル技術開発（文）【1,916億円】
発電用新型炉技術開発
委託費（経）【186億円】

・再処理施設及びMOX加工施設の保障措置技術開発

ITER計画等の推
進（文）【422億円】

・核融合実験炉
・原型炉に向けた最先端核融合研究開発

安全研究（文）【823億円】

核不拡散・保障措置（文）【175億円】

使用済燃料再処理事業高
度化補助金（経）【34億円】

次世代軽水炉等技術開発費
補助金（経）【51億円】

・次世代軽水炉の開発

・高速原型炉「もんじゅ」
・高速実験炉「常陽」
・高速増殖炉サイクル実用化研究開発
・MOX燃料製造技術開発

高経年化対策強化基盤
整備事業（経）【67億円】

・高経年化プラントの安全性の科学的検証のための基盤整備

革新型太陽電池国際研究拠点整備事業（経）【54億円】

洋上風力発電等技術研究開発（経）【28億円】

・洋上風力実証研究

セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（経）【27億円】

戦略的創造研究推進事業（先端的低炭
素化技術開発）（文）【25億円の内数】

・太陽電池に関する先進的技術の創出

太陽電池に関する材料研究開発（文）
【9億円】

金属シリコンを出発材料とする高効率球状シリコン
太陽電池の連続製造技術開発（環）【9億円】

乾式メタン発酵法活用による都市型バイオマスエネルギーシステ
ムの実用化に関する技術開発（環）【3億円】

下水汚泥の高効率エネルギー利用技
術の開発（国）【0.7億円】

固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発（経）【243億円】

燃料電池システム等実
証研究（経）【63億円】

定置用燃料電池大規模
実証事業（経）【94億円】

・集合住宅における水素供給の実証実験等

水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発（経）【44億円】

・水素供給システムの開発、保安規制見直しのための安全性データ取得

水素・燃料電池社会構築のための負荷
対応型水素精製システムに関する技術
開発（環）【0.7億円】

・水素精製・貯蔵システム

革新的次世代石油精製等技術開発（経）【138億円】

戦略的創造研究推進事業（先端的低炭
素化技術開発）（文）【25億円の内数】

燃料電池に関する材料研究開発（文）
【68億円の内数】

環境問題等に対応するための先導的技術
を用いた住宅供給の推進（国）【2億円】

天然ガスの液体燃料化（GTL）技術実
証研究（経）【209億円】

噴流床石炭ガス化発電プラント
開発費補助金（経）【119億円】

・IGCC実証試験

分子ゲート機能CO2分離膜の技術研究開発（経）【21億円】

・CCS－CO2分離技術

経済産業省文部科学省 環境省 国土交通省

・高速増殖実証炉の概念検討等

・新型ガラス溶融炉開発

・安全規制の科学的合理性向上のための安全研究

・化合物系、量子ドットなどの革新的太陽電池の研究開発

・有機系太陽電池等の研究開発

・シリコン球製造技術

・セルロース系エタノール生産技術

・乾式メタン発酵法によるバイオガス発生技術

・下水汚泥炭化燃料の発熱量向上

・自動車用、定置用の低コスト化、高性能化 ・家庭用燃料電池システムの実証

・燃料電池自動車の走行実証、
水素ステーションの実証

・先進的技術の創出

・性能向上等のための材料開発

・重質油、オイルサンド等利用技術

・GTL製造技術

大項目

「重要な研究開発
課題」の括り

エネルギー分野 各省提出施策俯瞰図

（１／２）
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電力供給
システム

民生部門
の対策

運輸部門
の対策

産業部門
の対策

電力貯蔵

ガス供給
システム

石油供給に係る安
全対策

部門横断的な対策

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
・
信
頼
性
向
上

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

応用 普及・展開

※関係府省への調査結果に基づき、主要施策のみを記載して
いる。

【】･･･第3期（H18～22年度）予算額合 計

基礎

経済産業省文部科学省 環境省 国土交通省

イットリウム系超電導電力機器技術開発（経）【89億円】

高温超電導ケーブル実証プロジェクト（経）【16億円】

次世代高速通信機器技術開発プロジェクト
（経）【21億円】

次世代ヒートポンプシステム研究開発（経）【4 
億円】

住宅と設備の総合的な省エネ評価手法の開
発（国）【4億円】

住宅・建築物の省エネ対策の強化のための
調査検討（国）【0.8億円】

省CO2型都市デザインの実現に向けた既設建物間熱
融通の普及方策検討調査（国）【0.4億円】

無曝気・省エネルギー型次世代水資源循環
技術の開発（国）【0.2億円】

次世代航空機用構造部材創製・加工技術開発（経）【36億円】

・実系統での送電実証

イットリウム系超電導電力機器技術開発（経）（再掲）【89億円】

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業
（経）【60億円】

次世代天然ガス高圧貯蔵技術開発（経）【3億円】

精密高分子技術（経）【13億円】

長周期振動耐震性評価研究（経）【0.7
億 円】

省エネ型白色LED照明器具の普及促進のための低コ
スト化技術開発（環）【5億円】

・白色LED照明の高性能化、低価格化

有機発光機構を用いた高効率照明の開発（経）【11億円】

・省エネ排水処理システム

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業
（経）（再掲）【60億円】

・ポストリチウムイオンなどの革新型蓄電池

環境・エネルギー材料の高度化のための研究
開発（次世代自動車用燃料電池、蓄電池、耐
熱材料）（文）【68億円の内数】

次世代低公害車開発・実用
化促進事業（国）【29億円】

船舶からのCO2の排出低減技術の開発のための研究
（国）【16億円】

・排熱回収スターリングエンジンの実証等

実海域性能評価システム
の開発（国）【16億円】

・実海域性能評価法（海10モード）開発等

高効率海上物流の基盤技
術の開発（国）【0.3億円】

・海上物流のデータベース化等

環境調和型製鉄プロセス技術開発（経）
【60億円】

エネルギー使用合理化技術戦略的開発（経）（H21年度から「省エネル
ギー革新技術開発事業」に名称変更）【351億円の内数】

・高効率ターボ冷凍機等の開発

グリーンITプロジェクト（経）【132億円】

大項目

「重要な研究開発
課題」の括り

・イットリウム系超電導ケーブルの開発

・ポストリチウムイオンなどの革新型蓄電池

・天然ガス高圧貯蔵技術

・地震動特性評価、地下構造モデル作成

・高耐久性の石油タンクシーリング材等の開発

・有機EL照明の開発

・省電力ルータスイッチ開発等

・次世代型ヒートポンプ

・CASBEE－すまい（戸建）の開発

・断熱性能診断技術等

・建物間熱融通普及促進マ
ニュアルの策定

・新型二次電池、耐熱材料等

・航空機の省エネに資する先進材料

・DME自動車等の走行実証

・高炉法におけるCO2削減製鉄プロセス

・サーバ、ネットワーク機器等の省エネ化
・低消費電力型の大規模集積技術（グリーン・クラウドコンピューティング）の開発等

エネルギー分野 各省提出施策俯瞰図

（２／２）
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担当省： （文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（国）：国土交通省

戦略的基盤技術高度化支援事業（経）60670

産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】（文）25751

先端的ITによる情報技術統合化

システム構築に関する研究開発
（文）2729

イノベーション創出の基盤となる
シミュレーションソフトウェアの研究開発（文）1530

高集積・複合ＭＥＭＳ製造技術
開発プロジェクト（経）3025

異分野融合型次世代デバイス
製造技術開発プロジェクト（経）3102

国産旅客機高性能化技術の研究開発（文）11362

次世代衛星基盤技術開発プログラム（経）3307

循環社会構築型光触媒産業創成プロジェクト（経）4852

超フレキシブルディスプレイ部材技術開発（経）2320

超ハイブリッド材料技術開発（経）2225

高出力多波長複合レーザー
加工基盤技術開発プロジェクト（経）700

戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト（経）4147

ロボット等による施工システムの開発（国）265

グリーン・サステイナブルケミカルプロセス
基盤技術開発（経）3115

植物機能を活用した高度ものづくり基盤技術開発
（植物の物質生産プロセス制御基盤技術開発）（経）2371

植物機能を活用した高度ものづくり基盤技術開発
（植物利用高付加価値物質製造基盤技術開発）（経）5267

ノンフロン型省エネ冷凍空調システムの開発（経）3452

革新的製銑プロセスの先導的研究（経）220

資源対応力強化のための革新的
製銑プロセス技術開発（経）795

産学連携製造中核人材育成事業（経）5037

産学連携による実践型人材育成事業
-ものづくり技術者育成（文）560

基礎・基盤 応用 普及・展開

ものづくり技術分野 各省提出施策俯瞰図

領域

基礎・基盤

単位 百万円（金額は5年間合計）（補正は除く）

応用 普及・展開
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社会基盤分野の主要施策 （１／４）

領域

防災

基礎

首都直下地震防災･減災特別プロジェクト （35.9億円） （文）

東海・東南海・南海地震の連動性評価研究 （15.0億円） （文）

地震・津波観測監視システム （91.5億円） （文）

ひずみ集中帯の重点的調査観測・研究 （24.1億円）（文）

実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェンス）を利用した実験研究等 （15.6億円）（文）

多様な災害の危険度及び被害の波及の評

普及・展開
応用

東海地震の予測精度向上及び東南海・南海地震の発生準備過程の研究 （1.4億円）（国）

地震、火山噴火等による被害軽減のための地殻
変動モニタリング・モデリングの高度化と予測精
度の向上 （38.2億円）（国）

津波による局所的現象の予測・シミュレーション技術 （1.5億円）（国）

巨大地震等による超過外力に対応する技術 （0.8億円）（国）

大規模地震に対する構造物の耐震化
等の被害軽減技術 （5.8億円）（国）

耐震化率向上を目指した普及型耐震
改修技術の開発 （1.5億円）（国）

低頻度メガリスク型の沿岸域災害に対する多様な効用を
持つ対策の評価に関する研究 （0.4億円）（国）

ロボット等によるIT施工システムの
開発 （2.7億円）（国）

リアルタイム災害情報システムの開発に関する研究（--）（国）

事前放流による洪水調節手法に関する調査 （1.1億円）（国）

衛星情報等を活用した降雨の面的分析
情報把握技術 （4.1億円）（国）

治水安全度向上のための河川堤防の
質的強化技術 （4.7億円）（国）

災害リスク情報プラットフォーム （28.5億円） （文）

価・周知技術 （7.1億円）（国）

地震動情報の高度化に対応した建築物の耐震性能評価技術の開発（0.2億円)（国）

*各省の主要な施
策から、戦略重
点科 学技術を
中心に記載

*金額は3期中の
予算額（施策
によっては内
数や重複が含
まれる）

地震観測データを利用した地殻活動の評価と予測に関する研究 （122.8億円）（文）

担当省：（文）：文部科学省 、（経）：経済産業省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（総）：総務省、（警）：警察庁、（内）：内閣府

降水量予測情報を活用した水管理手法に関する研究 （0.6億円）（国）

豪雨・地震による土砂災害に対する危険度予測と被害軽減技術の開発 （3.9億円）（国）

知的基盤整備（地質情報分野） （3260億円の内数）（経）

準天頂衛星「みちびき」 （224.2億円）（文）

MPレーダを用いた土砂・風水害の発生予測に関する研究 （5.9億円）(文)

陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS） （102.7億円）（文）

高度即時的地震情報伝達網実用化プロジェクト （2.8億円）（文）

国土保全
・管理

防災

基礎 応用 普及・展開

漂砂バランス管理技術の開発に関わる施策 （1.1億円）（国）

国土の保全と土砂収支 （7.0億円）（国）

特殊災害に対する安全確保に関する研究 （2.5億円）（総）

大規模地震時の危険物施設等の被害軽減 （2.2億円）（総）

様々な用途の建築・施設における火災時の安全確保 （2.3億円）（総）

大規模災害時等の消防防災活動支援情報システム （2.6億円）（総）

ナノテク消防防護服の要素開発及び評価手法の開発に関する研究 （0.5億円）（総）

化学物質の火災爆発防止と消火に関する研究 （2.2億円）（総）

緊急・代替輸送支援システムの開発 （0.8億円）（国）

国際交通基盤の統合的リスクマネジメントに関する研究 （0.3億円）（国）

被害想定シミュレーションシステムの開発 （2.3億円）（内）

戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェクト （41.5億円）（経）

国際テロで使用される爆薬の探知法に関する研究 （0.3億円） （警）

３次元顔画像を用いた個人識別法の高度化に関する研究 （0.5億円） （警）

社会基盤分野の主要施策 （２／４）

安全・安心科学技術プロジェクト （19.9億円）（文）

一塩基多型（SNPｓ）分析による生体資料からの異同識別検査法の開発 （1.4億円） （警）

連続事件の事件リンク分析と犯人像推定の高度化に関する研究 （0.3億円） （警）

R(radiological)テロにおけるRN物質探知技術と現場活動支援資機材の研究開発 （1.0億円） （警）

新しい音声通話方法に適応できる話者認識手法に関する研究 （0.6億円） （警）

テロ・治安対策

領域

交通機関におけるテロ対策強化のための次世代検査技術の研究開発 （0.5億円）（国）

担当省：（文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（総）：総務省、（警）：警察庁、（内）：内閣府

*各省の主要な施策
から、戦略重点科学
技術を中心に記載

*金額は3期中の予算
額（施策によっては
内数や重複が含ま
れる）
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ストックマネジメント

都市再生・
生活環境

既存ストックの再生・活用技術の開発 （1.5億円）（国）

住宅・建築物における事故リスク評価と安全・安心

性能の向上のための技術開発 （1.4億円）（国）

環境問題等に対応するための先導的技術を用いた住宅供給の推進
（2.1億円）（国）

農村地域における生産・環境資源の保全向
上技術 （1.3億円）（農）

基礎 応用 普及・展開

多世代利用型超長期住宅及び宅地の形成・管理技術の開発 （2.6億円）（国）

構造物の点検・診断と健全度の評価・予測技術 （2.0億円）（国）

社会資本等の管理の高度化とライフサイクルコストの低減
（5.7億円）（国）

社会資本等のライフサイクルコストの低減技術 （0.7億円）（国）

作用・性能の経時変化を考慮した社会資本施設の管理水準の在り方に
関する研究 （0.2億円）（国）

予防保全システムによる空港コスト縮減・安全性確保技術の開発（0.3億円） （国）

下水道管渠の適正な管理手法に関する研究（0.7億円） （国）

社会資本の予防保全的管理のための点検・監視技術の開発 （0.7億円）
（国）

人口減少・少子高齢化社会に対応した都市・居住空間の再構築技術の開発
（0.9億円）（国）

人口減少期における都市・地域の将来像アセスメントの研究 （0.9億円）（国）

人口減少・少子高齢化社会における持続可能な都市建築物の再編・再構築

技術 （0.8億円）（国）

歴史的文化的価値を踏まえた高齢建造物の合理的な再生・活用技術の開発
（0.3億円）（国）

社会基盤分野の主要施策 （３／４）領域

低炭素・水素ｴﾈﾙｷﾞｰ活用社会に向けた都市ｼｽﾃﾑ技術の開発（2.5億円）（国）

*各省の主要な施策
から、戦略重点科
学技術を中心に記
載

*金額は3期中の予算
額（施策によって
は内数や重複が含
まれる）

担当省：（文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（総）：総務省、（警）：警察庁、（内）：内閣府

交通・輸送
システム

全天候・高密度運航技術（24.7億円）（文）

小型民間輸送機等開発調査（5.5億円） （経）

ＩＴ技術の活用による航空交通管理・運航支援技術（3.0億円）（国）

国産旅客機高性能化技術の研究開発（57.3億円） （文）

クリーンエンジン技術の研究開発（56.3億円） （文）

次世代構造部材創製・加工技術開発（36.5億円）（経）

静粛超音速研究機の研究開発（6.1億円）（文）

ユニバーサル
デザイン

安全知識循環型社会構築事業（3.5億円） （経）

農村地域の活力向上のための地域マネジメ
ント手法の開発（0.7億円） （農）

住宅・市街地の日常的な安全・安心性能の向
上のための技術開発（1.0億円） （国）

基礎 応用 普及・展開

次世代安全運転支援システムの実証実験（4.0億円） （警）

運転者の情報処理能力に関する認知科学的研究（0.9億円） （警）

安全運転支援情報通信システム実用化のための調査及び実証
（5.4億円）（総）

低炭素社会の実現に向けたITS情報通信システムの調査及び実
証（1.5億円）（総）

運転者から直接見えない範囲の交通事象の情報提供、注意喚起
を行う技術（3.6億円） （国）

社会基盤分野の主要施策 （４／４）領域

先進安全自動車（ＡＳＶ）プロジェクトの推進（6.0億円） （国）

担当省： （文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（農）：農林水産省、（国）：国土交通省、（総）：総務省、（警）：警察庁、（内）：内閣府

*各省の主要な施策
から、戦略重点科
学技術を中心に記
載

*金額は3期中の予算
額（施策によって
は内数や重複が含
まれる）
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宇宙

宇宙・海
洋 連
携

海洋

基礎

担当省：（文）：文部科学省、（経）：経済産業省、（国）：国土交通省、（総）総務省

応用

領域

月周回衛星「かぐや」（SELENE） （文） １１８．９億円

※金額は第3期（平成18～22年度）の予算額を示す

Ｈ-IIBロケット（文） ２７３．８億円

国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）計画 （文） １９００．１億円

陸域観測技術衛星「だいち」 （文） １５４．１億円

石油資源遠隔探知技術の研究開発 （経） ７６．０億円

太陽観測衛星「ひので」（SOLAR-B） （文）

５７．６億円＋５９．３億円の内数

Ｈ-IIAロケット（信頼性向上） （文）２０９．９億円

温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」 （文） ２００．４億円

超高速インターネット衛星「きずな」 （文） １２８．０億円

技術試験衛星Ⅷ型「きく８号」 （文） ５４．３億円

準天頂衛星「みちびき」 （文） ２２４．２億円

次世代衛星基盤技術開発プログラム（経） ３３．１億円

小型化等による先進的宇宙システムの研究開発（経） ４４．２億円

ﾊｲﾊﾟｰｽﾍﾟｸﾄﾙｾﾝｻ等研究開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （経） ７３．８億円

高度衛星通信技術に関する研究開発 （総） １２２．０億円の内数

次世代型巡航探査機（ＡＵＶ）技術の開発 （文） ２７３．８億円

地球環境変動研究 （文） １８１．８億円

メタンハイドレード開発促進委託費（経） １９６．０億円

地球内部ダイナミクス研究 （文） ７７．６億円

海洋・極限環境生物圏研究 （文） ４１．１億円

石油・天然ガス生産システムの安全性評価手法の構築 （国） ２．９億円

外洋上プラットフォームの研究開発 （国） ２．３億円

フロンティア分野 主要施策俯瞰図
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